
＊紙面から＊

■サマーセミナー	 （１面）

■労働相談実践講座	 （２面）

■オール埼玉６・２大集会	 （４面）

■東部地区協ＢＢＱ	 （５面）

■各組織のとりくみ	 （６面）

■埼労共のページ	 （８面）

埼
労
連
は
、
６
月
15
日
（
土
）
に
【
第
33
回

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
】
を
さ
い
た
ま
共
済
会
館
で

開
催
し
、
13
単
産
・
12
地
域
か
ら
74
人
（
現
地

参
加
57
人
・
オ
ン
ラ
イ
ン
17
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
行
き
詰
ま
る
日
本
経
済
と
疲
弊
す

る
国
民
生
活
の
現
状
か
ら
、
と
こ
と
ん
ア
メ
リ

カ
言
い
な
り
の
外
交
・
防
衛
・
経
済
政
策
の
日

本
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
と
い
う
問
題
意
識

か
ら
法
政
大
学
社
会
学
部
の
増
田
正
人
教
授
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
か
ら
み
た
米
中
関
係
の
今

と
日
本

く
ら
し
第
一
に
向
け
政
策
転
換
を
め

ざ
そ
う
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

経
済
を
考
え
た
と
き
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が

不
可
欠
で
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
発
足

え
る
学
習
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
宍
戸
事
務

局
長
か
ら
問
題
提
起
が
あ
り
、
そ
の
後
の
討
論

で
は
特
別
発
言
と
し
て
、
教
育
分
野
が
抱
え
て

い
る
「
働
か
せ
放
題
の
給
特
法
」
な
ど
の
課
題

で
埼
教
組
の
沖
田
委
員
長
が
発
言
、
建
設
分
野

の
課
題
で
は
、
深
刻
な
担
い
手
不
足
を
中
心
に

埼
玉
土
建
の
平
松
教
育
部
長
が
報
告
、
医
療
分

野
か
ら
は
、
公
定
価
格
な
ど
、
公
的
制
度
に
よ

っ
て
抑
え
ら
れ
て
き
た
医
療
・
介
護
労
働
者
の

低
賃
金
課
題
を
中
心
に
医
労
連
の
藤
田
書
記
長

か
ら
報
告
が
あ
り
、
「
金
権
腐
敗
」
に
よ
っ
て

国
民
に
不
利
益
を
も
た
ら
し
て
き
た
自
民
党
政

治
の
ゆ
が
み
と
、
そ
の
ゆ
が
み
改
善
に
む
け
た

労
働
組
合
の
と
り
く
み
を
全
体
で
共
有
し
ま
し

た
。

と
知
財
重
視
の
世
界
戦
略
の
も
と
で
の
米
中
蜜

月
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
高
度
成
長
と

経
済
的
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
、
更
に
は
フ
ァ
ブ

レ
ス
化
と
委
託
生
産
に
よ
り
多
国
籍
企
業
が
何

ら
責
任
を
負
わ
ず
に
ぼ
ろ
儲
け
で
き
る
し
く
み

を
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
。
そ
の
一
方
で
現

在
は
先
端
技
術
を
め
ぐ
る
米
中
の
覇
権
獲
得
競

争
と
し
て
政
治
的
対
立
の
激
化
に
あ
る
こ
と
を

詳
し
く
講
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
日
本
経
済
は
、
日
米
安
保
条
約

と
対
米
従
属
の
弊
害
が
最
大
の
重
荷
と
な
っ
て

お
り
、
ア
メ
リ
カ
追
随
で
は
日
本
経
済
、
国
民

の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
る
と

指
摘
、
日
本
の
国
民
生
活
を
最
重
視
す
る
政
策

と
し
て
、
①
現
在
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
（
知
財
重
視

の
世
界
）
を
変
え
る
こ
と
、
②
外
需
で
は
な
く

日
本
の
内
需
に
依
存
す
る
経
済

へ
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
は
各
階
層
で
国
民
的

課
題
を
共
有
し
、
連
帯
し
て
い

く
こ
と
抜
き
に
独
自
の
課
題
も

解
決
し
な
い
。
暮
ら
し
第
一
の

政
策
に
転
換
し
て
い
く
た
め
に

政
治
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
に
、
埼
労
連
が
考

講演する増田先生

会場には57人が参加（オンライン17人）

く
ら
し
第
一
の
経
済
政
策
へ
の
転
換
を
！

埼
労
連
第
33
回
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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埼
労
連
は
５
月
幹
事
会
で
、
９
月
の

埼
労
連
大
会
ま
で
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
地
域
組
織
・
労
働
相
談
実
践
講
座

を
８
月
ま
で
月
１
回
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
参
加
対
象
は
、
地
域

組
織
の
議
長
、
事
務
局
長
、
労
働
相
談

を
受
け
て
ほ
し
い
役
員
な
ど
で
、
５
月

30
日
（
木
）
は
第
１
回
「
労
働
相
談
を

受
け
て
い
る
地
域
は
、
ど
こ
か
ら
相
談

が
き
て
、
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
行
い
、
急
な
提
起
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
10
地
域
組
織
か
ら
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

草
加
八
潮
地
区

労
・
金
井
副
議

長
、
北
足
立
南
部

地
区
労
・
小
野
副

議
長
が
報
告
を

し
、
そ
の
後
、
意

見
交
流
を
し
ま
し

た
。草

加
八
潮
地
区

労
は
、
①
全
労
連

労
働
相
談
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
の
県
南

東
部
エ
リ
ア
か
ら

入
っ
て
く
る
、
②

草
加
市
の
消
費
生

活
相
談
か
ら
相
談

が
回
っ
て
く
る
、

③
地
区
労
や
市
内

の
民
主
団
体
な
ど

と
協
力
し
て
何
で
も
相
談
会
を
や
り
、

労
働
関
係
に
対
応
し
て
い
る
、
と
い
う

現
状
を
報
告
、
労
働
相
談
に
対
応
す
る

組
合
の
役
割
は
大
き
い
こ
と
、
課
題
は

労
働
相
談
を
す
る
担
い
手
を
広
げ
る
こ

と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

北
足
立
南
部
地
区
労
は
、
２
０
１
４

年
の
地
区
労
大
会
で
労
働
相
談
部
会
を

確
立
す
る
方
針
を
持
っ
て
、
地
区
労
役

員
、
埼
高
教
出
身
者
、
元
・
埼
労
連
副

議
長
な
ど
６
人
で
毎
月
部
会
を
行
い
、

労
働
相
談
事
例
も
検
討
す
る
な
ど
し
て

続
け
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
現
在
は
、

理
研
労
組
の
裁
判
な
ど
に
つ
い
て
も
毎

月
の
部
会
で
進
行
状
況
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

事
例
報
告
を
受
け
、
熊
谷
地
域
労
連

・
竹
内
議
長
、
Ａ
Ｏ
Ｉ
労
連
・
柴
田
議

長
、
鴻
北
労
連
・
沼
尻
議
長
、
春
日
部

労
連
・
小
林
議
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｓ
Ｕ

支
部
の
面
倒
を
み
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
Ｓ
Ｕ
へ
の
積
極
的
な
関
わ
り
を
報

告
、
合
わ
せ
て
地
域
組
織
に
労
働
相
談

を
受
け
る
窓
口
が
な
く
、
埼
労
連
や
Ｓ

Ｕ
か
ら
来
る
相
談
に
対
応
す
る
活
動
が

中
心
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
発
言
し
ま
し

た
。蕨

地
区
労
の
八
色
さ
ん
は
木
・
金
の

午
後
に
土
建
蕨
セ
ン
タ
ー
に
地
区
労
の

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
配
置
し
て
半
専
従
と

し
て
動
き
出
し
て
い
る
報
告
が
あ
り
、

草
加
八
潮
地
区
労
が
や
っ
て
い
る
何
で

も
相
談
会
を
各
団
体
と
い
っ
し
ょ
に
蕨

で
再
開
し
た
い
と
発
言
、
比
企
労
連
の

島
田
議
長
は
、
事
例
報
告
の
２
地
域
が

集
団
的
に
労
働
相
談
に
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
話
し
、
比
企
で
も

全
労
連
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
２
０
１
７

年
か
ら
対
応
し
て
い
る
こ
と
、
専
門
的

な
内
容
は
単
産
県
組
織
か
ら
役
員
に
き

て
も
ら
い
相
談
対
応
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
三
郷
市
労
連
の

松
田
議
長
は
、
埼
労
連
や
Ｓ
Ｕ
、
日
本

共
産
党
市
議
団
か
ら
の
相
談
に
対
応
し

て
き
た
こ
と
、
さ
い
た
ま
地
区
労
・
前

島
議
長
は
、
過
去
に
地
区
労
事
務
所
で

対
応
し
て
き
た
時
期
も
あ
っ
た
が
現
在

は
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
近
く
に
事
務

所
の
あ
る
埼
労
連
や
Ｓ
Ｕ
に
頼
っ
て
い

る
状
況
と
、
次
の
担
い
手
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
と
述
べ
ま

し
た
。

６
月
26
日
（
水
）
に
も
、
午
後
２
時

か
ら
３
時
30
分
ま
で
「
労
働
者
の
権
利

を
学
ぶ
。
相
談
に
入
る
前
の
基
礎
知

識
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

「
生
徒
や
保
護
者
へ
の
寄
り
添
い
方

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
。
学
習
会
に
参

加
し
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」
「
日
々
の

忙
し
さ
で
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま

う
。
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
楽
し
さ

喜
び
を
ま
た
再
確
認
し
ま
し
た
」
、
５

月
11
日
（
土
）
に
開
催
し
た
「
春
の
学

習
交
流
集
会
」
後
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想

で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
日
頃
の
実

践
を
講
演
し
て
も
ら
い
、
講
演
後
に

は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
講
演
の
感

想
や
、
日
頃
の
悩
み
、
自
分
の
実
践
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
食
事
を
し
な
が
ら
、

日
頃
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
青
年
組
合

員
も
次
々
と
自
己
紹
介
や
職
場
の
様
子

を
話
し
て
く
れ
、
大
盛
り
上
が
り
の
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。
学
習
会
に
約
70

人
、
交
流
会
に
約
40
人
の
教
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
学
習
会
の
翌
週
、
参
加

し
て
く
れ
た
青
年
教
員
が
２
人
加
入
し

ま
し
た
。
学
び
合
え
る
、
語
り
合
え
る

組
合
運
動
に
確
信
を
持
っ
て
、
今
日
も

職
場
で
多
く
の
組
合
員
が
新
た
な
仲
間

の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

完全オンラインで10地域が参加

相
談
に
の
れ
る
地
域
組
織
め
ざ
し

地
域
組
織
・
労
働
相
談
実
践
講
座

春
の
学
習
交
流
集
会

２
人
が
組
合
加
入
！

埼
高
教
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全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
は

６
月
20
日
（
木
）
に
、
「
第
４
次
最
賃

デ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
中
央
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
と
中
小

企
業
庁
へ
の
要
請
行
動
な
ど
に
取
り
組

み
、
埼
労
連
か
ら
加
藤
幹
事
が
中
小
企

業
庁
要
請
に
参
加
し
、
懇
談
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

中
小
企
業
等
と
の
懇
談
で
は
、
要
請

項
目
の
、
①
最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差

の
解
消
、
全
国
一
律
１
５
０
０
円
以
上

の
実
現
に
む
け
た
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
支
援
策
の
強
化
、
そ
の
際
の
、

「
生
産
性
向
上
」
を
必
要
条
件
と
し
な

い
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
使
い

や
す
い
新
た
な
「
助
成
金
の
支
給
」
制

度
の
創
設
、
②
労
務
費
増
加
分
の
価
格

転
嫁
の
促
進
に
む
け
、
公
正
な
取
引
ル

ー
ル
確
立
の
た
め
の
法
整
備
と
、
体
制

の
拡
充
・
強
化
、
③
中
小
企
業
支
援
の

具
体
的
要
望
５
点
に
対

す
る
回
答
を
受
け
、
参

加
者
か
ら
質
問
や
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
公
正
な
取
り

引
き
の
た
め
に
も
地
域

別
の
最
低
賃
金
を
改

め
、
全
国
一
律
を
希
望

す
る
声
が
多
く
出
さ

れ
、
最
低
賃
金
を
「
社

会
福
祉
政
策
」
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
経
済
を

成
長
さ
せ
る
た
め
の
政

策
と
し
て
位
置
づ
け
る

よ
う
強
く
要
望
し
、
約

１
時
間
の
懇
談
を
終
了

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
取
り
決
め
た
夏
季
一

時
金
統
一
要
求
を
５
月
22
日
、
９
支
部

・
分
会
が
会
社
側
に
提
出
し
ま
し
た
。

要
求
平
均
額
は
１
１
９
万
７
９
２
５
円

（
３
・
５
２
９
ヵ
月
）
で
す
。

翌
週
５
月
29
日
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
埼
玉

地
本
夏
季
一
時
金
回
答
確
約
行
動
を
行

い
、
Ａ
コ
ー
ス
は
日
本
製
罐
、
東
京
セ

キ
ス
イ
ハ
イ
ム
、
吉
原
鉄
道
、
日
信
工

業
、
東
鋼
業
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
芝
浦
電

子
、
村
松
フ
ル
ー
ト
、
自
動
車
精
工
、

大
東
工
業
大
宮
工
場
分
会
、
サ
ン
ウ
エ

ー
ブ
と
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
行
動

と
な
り
ま
し
た
。

24
春
闘
で
は
昨
年
よ
り
１
万
円
台
の

回
答
を
引
き
出
し
た
支
部
が
増
え
た
も

の
の
、
こ
の
間
の
物
価
高
騰
に
は
全
く

追
い
つ
か
ず
家
計
は
火
の
車
。
６
月
５

日
の
回
答
指
定
日
に
は
要
求
に
見
合
っ

た
回
答
を
す
る
よ
う
に
経
営
者
へ
要
請

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
行
動
で
は
埼
労
連
主

体
で
行
わ
れ
て
い
る
最
低
生
計
費
試
算

調
査
の
取
り
組
み
状
況
の
確
認
、
ま
た

回
収
に
つ
い
て
も
予
想
以
上
に
各
支
部

・
分
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
久
々
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
埼

玉
地
本
と
し
て
地
本
副
委
員
長
の
高
比

良
さ
ん
（
サ
ン
ウ
エ
ー
ブ
支
部
）
が
決

意
し
、
今
年
の
８
月
に
行
わ
れ
る
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
（
広
島
大
会
）
に
参

加
す
る
こ
と
を
各
支
部
分
会
に
訴
え
、

援
助
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

夏
季
一
時
金
闘
争
は
短
期
決
戦
で
す

が
、
粘
り
強
く
諦
め
な
い
闘
争
に
し
て

い
き
ま
す
。

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
埼
玉
地
本
発
）

し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
最
低
賃
金
で
働
く
当
事

者
の
訴
え
を
中
心
と
す
る
記
者
会
見
を

開
き
、
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ

を
訴
え
て
い
ま
す
。

（
記
者
会
見
の
模
様
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
）

当事者も参加して記者会見

厚労省交渉中小企業庁交渉

誠
意
あ
る
回
答
求
め

全
国
一
律
最
賃
１
５
０
０
円
以
上
め
ざ
し

６
・20
中
央
行
動
で
省
庁
要
請

物
価
高
騰
で
の
生
活
苦
改
善
を
求
め

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
が
一
時
金
闘
争
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「
立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
！
戦
争
さ

せ
な
い
！
９
条
こ
わ
す
な
！
６
・
２
オ

ー
ル
埼
玉
総
行
動
」
大
集
会
が
６
月
２

日
（
日
）
に
北
浦
和
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

２
０
１
４
年
に
結
成
さ
れ
た
オ
ー
ル

埼
玉
総
行
動
実
行
委
員
会
も
10
年
が
経

過
し
、
今
回
で
13
回
目
の
大
集
会
と
な

り
、
心
配
さ
れ
た
天
候
も
、
な
ん
と
か

雨
は
降
ら
ず
に
、
全
県
か
ら
全
体
で
６

５
０
０
人
が
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

小
出
重
義
実
行
委
員
長
は
、
あ
い
さ

つ
の
中
で
「
私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
、

若
者
た
ち
に
平
和
を
引
き
継
ぐ
た
め
、

み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
て
頑
張
り
ぬ
こ

う
」
と
力
強
く
訴
え
、
実
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
埼
労
連
・
宍
戸

事
務
局
長
を
は
じ
め
、
後
援
団
体
で
あ

る
埼
玉
弁
護
士
会
、
連
合
埼
玉
の
代
表

が
、
後
援
団
体
と
し
て
支
え
て
き
た
経

過
と
、
今
後
も
協
力
・
共
同
を
強
め
て

い
く
決
意
を
表
明
し
、
立
憲
主
義
を
守

主
主
義
を
守
り
、
平
和
外
交
を
進
め
る

政
治
に
転
換
す
る
た
め
に
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
を
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

今
回
の
大
集
会
で
は
、
次
の
世
代
に

こ
の
運
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
め
ざ
し

て
、
司
会
に
も
青
年
を
抜
擢
し
、
参
加

し
て
い
る
各
団
体
な
ど
か
ら
青
年
た
ち

に
よ
る
「
リ
レ
ー
ア
ピ
ー
ル
」
も
行
わ

れ
、
最
後
に
ア
ピ
ー
ル
を
拍
手
で
確
認

し
ま
し
た
。

集
会
後
は
浦
和
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
し

ま
し
た
。

る
決
意
を
固
め
合
い

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
参
加
し
て
く
れ

た
日
本
体
育
大
学
の

清
水
雅
彦
教
授
は
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
、
自

公
政
権
と
そ
の
補
完

勢
力
で
あ
る
維
新
の

会
の
果
た
し
て
い
る

役
割
を
厳
し
く
追
及

し
、
「
次
の
総
選
挙

で
、
統
一
協
会
と
裏

金
ま
み
れ
の
自
民
党

政
治
を
転
換
し
よ

う
。
埼
玉
、
全
国
で
労
働
組
合
な
ど
に

組
織
と
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
強
め
、

政
権
交
代
を
め
ざ
そ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

野
党
か
ら
は
、
日
本
共
産
党
の
塩
川

鉄
也
衆
院
議
員
、
立
憲
民
主
党
県
連
代

表
の
小
宮
山
泰
子
衆
院
議
員
、
社
民
党

の
佐
藤
征
治
郎
さ
い
た
ま
市
議
、
新
社

会
党
県
本
部
の
村
田
文
一
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
衆
議
院
の
三

つ
の
補
選
、
静
岡
県
知
事
選
挙
な
ど
、

こ
の
間
の
選
挙
戦
の
勝
利
の
流
れ
を
総

選
挙
に
つ
な
げ
よ
う
。
立
憲
主
義
・
民

青
年
も
ア
ピ
ー
ル

浦和駅までパレード

野党代表が決意表明

自
民
党
政
治
か
ら
の
転
換
を

オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
が
集
会
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埼
労
連
は
６
月
14
日
（
金
）
の
夕
方

17
時
30
分
か
ら
18
時
15
分
の
時
間
で
、

浦
和
駅
東
口
で
最
賃
・
労
働
法
制
宣
伝

を
お
こ
な
い
、
５
組
織
か
ら
18
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

埼
労
連
か
ら
新
島
議
長
、
最
賃
・
公

契
約
適
正
化
委
員
会
委
員
長
の
小
野
副

議
長
（
埼
高
教
委
員
長
）
を
は
じ
め
、

各
組
合
の
役
員
な
ど
が
、
順
に
訴
え
、

新
島
議
長
は
「
今
年
の
最
賃
の
引
き
上

げ
に
関
わ
る
審
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。

物
価
が
上
が
り
続
け
る
も
と
で
、
現
在

の
最
賃
額
１
０
２
８
円
で
は
生
活
で
き

ま
せ
ん
。
時
給
は
１
５
０
０
円
以
上
必

要
で
、
国
か
ら
の
中
小
企
業
支
援
を
手

厚
く
す
る
こ
と
、
地
域
間
格
差
を
な
く

す
た
め
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
の
法

制
化
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

買
い
物
に
向
か
っ
て
い
た
２
人
組
の

女
性
は
埼
玉
審
議
会
に
向
け
た
署
名
に

協
力
し
て
く
れ
、
「
物
価
に
見
合
っ
た

賃
上
げ
が
あ
る
と
助
か
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

暑
い
中
で
し
た
が
、
訴
え
を
聞
い
て

チ
ラ
シ
・
テ
イ
ッ
シ
ュ
を
受
け
取
る
人

も
多
く
、
45
分
の
宣
伝
で
３
０
０
組
を

配
り
ま
し
た
。

埼
教
組
で
は
、
４
月
・
５
月
に
２
つ

の
職
場
で
複
数
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
に
は
、
２
人
分
会
の
学
校
で
３

人
を
拡
大
。
１
人
は
臨
時
採
用
の
時
に

加
入
し
て
い
た
人
、
も
う
１
人
は
埼
高

教
の
組
合
員
だ
っ
た
人
で
す
。
こ
の
２

人
は
、
と
も
に
今
年
度
採
用
の
初
任
者

で
す
。
こ
の
分
会
で
は
、
さ
ら
に
以
前

か
ら
対
象
者
に
上
げ
て
い
た
別
の
教
員

に
も
声
を
か
け
拡
大
が
進
み
ま
し
た
。

１
ヵ
月
の
間
に
２
人
分
会
の
学
校
が
５

人
分
会
に
な
っ
た
の
で
す
。

別
の
分
会
で
も
２
人
の
拡
大
が
あ
り

ま
し
た
。
２
人
と
も
特
別
支
援
学
級
の

担
当
で
す
。
２
人
は
職
場
で
体
罰
な
ど

の
問
題
で
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
隣
の

学
校
の
組
合
員
に
声
を
か
け
ら
れ
学
習

会
に
参
加
、
埼
教
組
の
仲
間
た
ち
と
触

れ
合
う
な
か
で
、
加
入
を
決
意
し
た
そ

う
で
す
。
そ
の
う
ち
の
１
人
は
会
計
年

度
任
用
職
員
で
、
加
入
に
至
っ
た
理
由

は
「
大
学
を
卒
業
し
、
希
望
を
持
っ
て

働
き
始
め
ま
し
た
が
、
体
調
不
良
を
き

っ
か
け
に
次
々
と
問
題
が
起
こ
り
、
対

応
し
な
い
管
理
職
、
学
校
に
絶
望
し
て

い
る
が
、
今
後
教
職
に
就
く
予
定
で
、

で
き
る
限
り
希
望
を
持
っ
て
勉
強
し
た

い
思
い
で
組
合
に
入
り
ま
し
た
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

困
難
な
学
校
現
場
だ
か
ら
こ
そ
、
組

合
の
存
在
意
義
が
増
し
て
い
ま
す
。
職

場
で
未
組
合
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
組

合
の
風
を
吹
か
せ
て
い
き
ま
す
。

署名に協力してくれる人も

東
部
地
区
協
次
世
代
実
行
委
員
会
主

催
で
、
６
月
23
日
（
日
）
に
清
水
公
園

（
千
葉
県
野
田
市
）
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
部
地
区
協
担
当

の
西
口
副
議
長
を
は
じ
め
、
５
地
域
か

ら
子
供
の
参
加
も
含
め
て
32
人
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
天
候
に
よ
っ
て
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ア
ク

ア
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
水
遊
び
と
巨
大
迷
路

の
複
合
施
設
）
や
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
な

ど
で
遊
ん
だ
後
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
食
べ
な
が

ら
昼
食
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら

い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
し
な
が
ら

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

朝
は
激
し
く
降
っ
て
い
た
雨
も
、
集

合
時
間
の
10
時
ご
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
や

ん
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
食
べ
終
わ
る
こ
ろ
ま

で
は
何
と
か
持
ち
ま
し
た
。

「
仲
間
が
集
ま
る
場
が
大
切
」
だ
と

参
加
し
て
く
れ
た
仲
間
も
発
言
し
て
く

れ
、
今
後
各
組
織
で
若
い
世
代
の
仲
間

が
結
集
し
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
え
る
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
笑
顔
で
す

炭を積む体験も

２
つ
の
職
場
で
複
数
拡
大（
埼
教
組
）

今
月
か
ら
最
賃
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト

最
賃
宣
伝
に
18
人
が
参
加

清
水
公
園
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
を
楽
し
む

東
部
地
区
協
次
世
代
実
行
委
員
会
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誰
も
が
知
っ
て
い
る
「
Ｍ
ｅ
ｉ
ｊ

ｉ
」
、
県
内
に
あ
る
明
治
牛
乳
蓮
田
営

業
所
で
働
く
非
正
規
労
働
者
か
ら
、
不

当
解
雇
、
残
業
代
未
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
で
、
Ｓ
Ｕ
に
労
働
相
談
が
あ
り
２

人
が
加
入
し
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
、
こ
の
営
業
所

に
は
社
員
用
の
ト
イ
レ
が
な
く
、
社
員

は
近
く
の
商
業
施
設
に
制
服
や
帽
子
を

脱
い
で
か
ら
利
用
す
る
よ
う
言
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。

団
体
交
渉
が
始
ま
っ
て
社
長
宅
の
ト

イ
レ
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
年
内
に
ト
イ
レ
設
置
の
意
向
が
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
「
年
内
」
な
ど
と
い

う
不
誠
実
な

対
応
か
ら
明

治
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の

コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
委
員

会
へ
申
し
出

ま
し
た
。
そ

ん
な
や
り
取

り
の
結
果
、

５
月
下
旬
に

営
業
所
の
敷
地
内
に
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
（
写
真
）
。
解
雇
や
未
払
い

問
題
は
解
決
に
向
け
て
団
交
を
継
続
中

で
す
。

現
在
、
最
長
の
労
働
争
議
を
抱
え
る

明
治
乳
業
争
議
に
関
わ
る
明
治
牛
乳
の

職
場
で
も
あ
り
ま
す
。
非
常
識
な
労
働

者
い
じ
め
に
対
し
て
、
引
き
続
き
不
当

行
為
の
是
正
・
労
働
環
境
改
善
に
向
け

て
、
地
元
の
蓮
田
地
域
労
連
と
Ｓ
Ｕ
が

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

ト
イ
レ
設
置
な
ど
の
交
渉
の
成
果
を
受

け
て
も
う
１
人
が
Ｓ
Ｕ
に
加
入
し
て
い

ま
す
。

（
Ｓ
Ｕ
発
）

熊
谷
駅
で
宣
伝

熊
谷
地
域
労
連
は
、
５
月
23
日

（
木
）
、
17
時
30
分
よ
り
熊
谷
駅
に

て
８
人
で
消
費
税
反
対
行
動
を
行

い
、
同
時
に
全
国
一
律
最
低
賃
金
１

５
０
０
円
を
求
め
る
訴
え
も
行
い
ま

し
た
。

チ
ラ
シ
を
は
さ
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
受
け
取
り
も
良
好
で
、
特
に
帰
宅

途
中
の
高
校
生
、
大
学
生
に
、
「
時

給
１
５
０
０
円
に
！
」
と
訴
え
る
と

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
声
が
返
っ

て
く
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

「
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
給
額
は
彼
ら

に
と
っ
て
は
切
実
な
要
求
」
で
す
。

（
熊
谷
地
域
労
連
発
）

み
ん
な
で
書
き
込
み
会

Ｓ
Ｕ
所
沢
支
部
は
、
埼
労
連
が
す

す
め
て
い
る
生
計
費
調
査
の
書
き
込

み
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
が

最
低
賃
金
、
運
動
方
針
の
基
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
、
皆
が
理
解
し
た
上

で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
「
自
分
の
働
き
方
は
標
準
的

で
は
な
い
と
思
う
が
、
調
査
の
対
象

で
良
い
の
か
？
」
と
い
っ
た
疑
問
も

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
調
査
対
象
が
す

べ
て
の
世
帯
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
、
書
き
込
み
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
様
々
な
タ
イ
プ
の
結
果

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｓ
Ｕ
所
沢
支
部
発
）

Ｓ
Ｕ
本
部
の
提
起
を
受
け
て
、
生

計
費
調
査
票
の
書
き
込
み
会
を
行
い

ま
し
た
。
桶
川
公
民
館
の
調
理
室

で
、
ま
ず
は
腹
ご
し
ら
え
。
流
水
麺

に
、
お
好
み
の
天
ぷ
ら
・
温
玉
・
薬

味
を
乗
せ
ボ
ト
ル
の
つ
ゆ
を
か
け

る
、
早
い
・
お
い
し
い
・
始
末
簡
単

の
「
手
抜
き
う
ど
ん
」
を
楽
し
み
ま

し
た
。

２
人
が
新
加
入
・
初
参
加
だ
っ
た

の
で
自
己
紹
介
を
は
さ
み
、
調
査
票

の
記
入
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
選
択

肢
や
持
ち
物
財
の
品
目
で
は
「
？
」

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２

時
間
か
け
て
７
人
が
全
項
目
回
答
を

終
え
ま
し
た
。（

Ｓ
Ｕ
中
部
支
部
発
）
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最賃署名・生計費調査とりくみ推進ニュース          
集約目標   最賃署名 10万筆   生計費調査票  2000枚に向けて

要求前進へ 対話を広げ、仲間とともに目標数をやりきろう！
発行：埼労連最賃公契約適正化委員会 電話 048-838-0771

全国一律最賃の実現、消費税反対行動
5月 23日（木）、17時 30分より熊谷駅にて 8名で消費税反対行動を

行い、同時に全国一律最低賃金 1500 円を求める訴えも行いました。チ
ラシをはさんだティッシュの受け取りも良好で、特に帰宅途中の高校生、

大学生に、「時給 1500円に！」と訴えると「お願いします」との声が返
ってくることもしばしば。バイトの時給は彼らにとっては、切実な要求

なのです。（熊谷地域労連発）

支部のつどいで

生計費調査の書き込み会
5月 25日（土）、埼労連がすすめている生計費調査の書き込み

会を行いました。わくわく講座を通じて労働者の問題を考えてき

た後であり、この調査が最低賃金、運動方針の基になっているこ

とを、皆が理解した上で真剣に取り組んでいただきました。自分の働き方は標準的ではないと思うが、

調査の対象で良いのか？といった疑問も出されましたが、2 ページに調査対象がすべての世帯となって
いることを確認して、書き込み作業を開始しました。回答項目については、どの選択肢が各自の状況に

合うか考えてしまう場面も多くありました。また、この調査の目的を考えると、ことに電化製品や家具

などは、15年以上前に購入したが、買い替えが出来ずに使い続けているものなど、◯を付けながら疑問
に残るケースもありました。様々なタイプの結果に期待したいと思います。（所沢支部発）

手抜きうどんと最低生計費
SU本部の提起を受けて、5月 26日（日）生計費調査票の書き込み会を行

いました。桶川公民館の調理室にて、まずは腹ごしらえ。流水麺に、お好み

の天ぷら・温玉・薬味を乗せボトルのつゆをかける、早い・おいしい・始末

簡単の「手抜きうどん」を楽しみました。

2 人が新加入・初参加でしたので自己紹介をはさみ、調査票の記入に取り
組みました。選択肢や持ち物財の品目では「？」となることもありましたが、

2 時間かけて 7 人が全項目回答を終えました。おいしく交流＆調査に協力、
有意義なつどいでした。（中部支部発）

＜署名 6/3＞ 最賃を 1500円以上に引き上げ、実効性ある中小企業支援を求める署名 ３万１２３０筆

※先日発行の第 12号ニュースに誤りがありました。1万 1505筆の集計は 4月末段階のものです。その後、
5月中に届いた署名について、組織名と筆数をご紹介させていただきました。おわびし、訂正いたします。

＜生計費調査票 6/3＞ 単産７５部、地域２９部、その他４ 合計 １０８部

＜今後のとりくみ＞ ■最賃宣伝 ６月１４日（金）午後５時３０分～６時３０分 場所：浦和駅東口

熊谷地域労連

SU中部支部

SU

所沢支部

交
渉
後
に
設
置
さ
れ
た
ト
イ
レ

最
低
生
計
費
調
査
の
と
り
く
み

団
体
交
渉
で
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
る

相
談
か
ら
Ｓ
Ｕ
に
加
入
し
実
現

2024年7月1日 埼 労 連 （6）第577号



蕨
地
区
労
協
は
春
の
拡
大
月
間
を
通

し
て
、
埼
労
連
６
月
組
織
実
態
調
査
で

組
織
の
増
勢
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
地

区
労
協
の
組
織
強
化
を
図
る
た
め
、
加

盟
組
合
へ
の
援
助
を
強
め
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

役
員
会
で
は
今
年
の
６
月
現
勢
で
22

年
６
月
現
勢
を
突
破
し
よ
う
と
、
15
人

の
拡
大
目
標
を
立
て
、
加
盟
組
織
全
体

で
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
組
合
ご
と
に

目
標
を
立
て
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
区
労
協
の
な
か
で
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
市
教
組
や

市
職
労
は
現
在
、
組
合
員
が
一
桁
で
組

織
の
拡
大
・
強
化
は
大
き
な
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
５
月
10
日
に
は

市
職
労
の
組
織
的
な
前
進
を
図
る
た
め

に
、
自
治
労
連
県
本
部
の
担
当
役
員
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
対
策
会
議
を
開

催
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
の
当
面
の
取

り
組
み
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

「
組
合
の
見
え
る
化
」
を
大
切
に
す

る
た
め
、
組
合
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
と
早

朝
宣
伝
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
と
し
、

合
わ
せ
て
会
計
年
度
任
用
職
員
や
委
託

労
働
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
具
体
化
、

拡
大
対
象
者
と
な
る
職
員
の
紹
介
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
、
ま

す
手
始
め
と
し
て
市
立
病
院
職
員
へ
の

宣
伝
を
５
月
に
行
い
ま
す
。

市
教
組
・
市
職
労
以
外
の
組
合
も
、

春
の
拡
大
月
間
期
間
の
５
月
か
ら
６
月

に
合
わ
せ
て
、
訪
問
・
懇
談
の
場
を
設

け
、
地
区
労
協
へ
の
結
集
と
活
動
参
加

の
呼
び
か
け
な
ど
具
体
的
な
援
助
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
蕨
地
区
労
協
発
）

埼
玉
県
は
、
労
働
者
の
健
康
の
た
め

「
が
ん
検
診
」
の
受
診
率
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
が
ん
は
日
本
人
の
半
数

が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
ま
す
が
、
今
の

医
学
で
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
「
治

せ
る
」
病
気
で
す
。

年
に
一
度
は
が
ん
検
診
を
受
信
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
労
働
者
の
自
死
防
止
の
た
め

の
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
研
修
動
画
が

県
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
視
聴
で
き
る
の
で
、
職
場
で
の
周

知
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
、
「
骨
髄
バ
ン
ク
」
の
ド
ナ

ー
登
録
も
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
ド

ナ
ー
登
録
者
の
骨
髄

提
供
時
の
助
成
制
度

も
あ
り
ま
す
。
各
市

町
村
で
対
象
や
金
額

が
異
な
る
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

各
問
い
合
わ
せ
先

は

埼
玉
県
保
健
医

療
部
疾
病
対
策
課
ま
で

（
詳
し
く
は
埼
玉
県
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
）

50
人
以
上
が
参
加

「
連
休
中
も
ず
っ
と
部
活
動
で
４
月

か
ら
一
日
も
休
ん
で
い
な
い
」
、
「
仕

事
が
終
わ
ら
ず
帰
り
は
い
つ
も
10
時
す

ぎ
」
―
い
ま
、
学
校
で
は
悲
鳴
と
も
い

え
る
声
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

「
定
額
働
か
せ
放
題
」
と
い
わ
れ
る

仕
組
み
（
「
給
与
特
別
措
置
法
」
）
を

改
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
教
職
員
の

大
幅
増
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
人
間
ら
し
く
働
き
た
い
」
、
「
何

よ
り
も
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
時
間

を
確
保
し
た
い
」
―
そ
ん
な
切
実
な
要

求
に
対
し
、
文
科
省
・
中
教
審
は
５
月

13
日
に
「
審
議
の
ま
と
め
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
し
か
し
内
容
は
私
た
ち
の
要

求
と
は
真
逆
の
も
の
で
、
教
職
調
整
額

を
４
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
る
も
の

の
、
時
間
外
手
当
は
支
給
し
な
い
、
教

員
の
抜
本
的
増
員
に
は
触
れ
な
い
、
学

校
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
教
職
員
間
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
破
壊
に
つ
な
が
る

「
新
た
な
職
」
の
設
置
な
ど
で
す
。

６
月
１
日
（
土
）
の
夕
方
、
「
子
ど

も
と
教
育
・
文
化
を
守
る
埼
玉
県
民
会

議
」
（
埼
教
組
・
埼
高
教
・
さ
い
た
ま

教
育
文
化
研
究
所
・
新
婦
人
・
埼
労

連
）
は
、
県
民
に
文
科
省
の
ね
ら
い
を

知
ら
せ
、
教
職
員
の
大
幅
増
員
な
ど
を

求
め
る
大
宣
伝
行
動
を
浦
和
駅
東
口
で

実
施
し
ま
し
た
。

土
曜
日
の
夕
方
と
い
う
時
間
帯
で
し

た
が
、
教
職
員
を
中
心
に
50
人
以
上
が

集
ま
り
ま
し
た
。

１
時
間
半
の
宣
伝
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も

チ
ラ
シ
も
１
０
０
０
組
以
上
配
布
。
リ

レ
ー
ト
ー
ク
に
多
く
の
人
が
足
を
止

め
、
対
話
も
弾
む
、
楽
し
く
て
元
気
の

出
る
宣
伝
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

（
埼
高
教
発
）

6
月
現
勢
で
の
増
勢
を
め
ざ
し

埼
玉
県
が
「
が
ん
検
診
」
受
診
を
呼
び
か
け

ブ
ラ
ッ
ク
職
場
の
改
善
求
め

教
職
員
た
ち
が
大
宣
伝
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埼
労
連
５
月
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

は
、
Ｓ
Ｕ
な
ど
か
ら
玄
米
、
瓶
詰
め
、

缶
詰
、
清
涼
飲
料
水
、
カ
ッ
プ
麺
、
乾

麺
な
ど
が
提
供
さ
れ
、
６
月
６
日（
木
）

に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼
玉
に
18
・
８
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
届
け
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
か
ら
始
め
た
埼
労
連
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
な
か
の
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
（
保
存
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン

ク
埼
玉
に
提
供
す
る
活
動
）
は
、
今
回

の
提
供
で
第
１
０
０
便
と
い
う
節
目
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
能
登

半
島
沖
地
震
」
は
、
約
６
カ
月
が
経
過

し
た
現
在
も
復
旧
の
目
途
は
た
っ
て
お

ら
ず
、
長
期
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

埼
労
連
で
は
、
加
盟
組
織
に
支
援
募

金
の
呼
び
か
け
と
支
援
物
資
の
呼
び
掛

け
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
被
災
地

か
ら
の
要
望
は
復
旧
度
合
い
に
よ
っ
て

も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
日
用

品
（
紙
類
）
、
パ
ッ
ク
ご
飯
な
ど
で
し

た
が
６
月
に
入
る
と
水
道
が
ほ
ぼ
復
旧

し
た
こ
と
で
精
米
（
１
袋
２
キ
ロ
ま
た

は
３
キ
ロ
が
ベ
タ
ー
）
の
要
望
が
高
く

な
っ
て
い
る
（
現
地
は
電
子
レ
ン
ジ
よ

り
炊
飯
器
の
文
化
）
と
い
う
こ
と
で
米

の
品
薄
、
価
格
高
騰
の
も
と
農
民
連
の

協
力
を
得
て
白
米
を
石
川
災
対
連
（
被

災
者
支
援
共
同
セ
ン
タ
ー
）
に
約
２
０

０
キ
ロ
配
送
し
ま
し
た
。

「
能
登
半
島
地
震
」支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
震
発
生
か
ら
５
か
月
が
経
ち
ま
し

た
が
、
や
っ
と
水
道
が
復
旧
し
た
地
域

な
ど
被
災
地
は
未
だ
に
復
旧
に
は
程
遠

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
労
連

「
能
登
半
島
地
震
支
援
対
策
本
部
」
が

取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
第
６
次

８
月
24
日
（
土
）
〜
25
日
（
日
）

　
　
第
７
次

９
月
28
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

　
　
第
８
次

10
月
26
日
（
土
）
〜
27
日
（
日
）

す
で
に
各
加
盟
組
織
に
発
文
は
し
て

い
ま
す
が
、
活
動
内
容
は
、
ゴ
ミ
出

し
、
要
望
の
聞
き
取
り
、
支
援
物
資
の

届
け
な
ど
、
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
て

決
ま
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
は
事
前
の
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

な
お
、
支
援
募
金
、
支
援
物
資
へ
の

協
力
も
引
き
続
き
お
こ
な
い
ま
す
。

７
月
の
上
映
案
内

埼
玉
映
文
協
の
７
月
の
上
映
は
「
ア

イ
・
ラ
ヴ
・
ユ
ー
」
で
す
。

ろ
う
者
と
聴
者
の
夫
婦
が
、
子
ど
も

が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

子
ど
も
の
悩
み
を
や
わ
ら
げ
、
前
向
き

に
生
き
る
強
い
子
に
育
て
よ
う
と
動
き

出
す
。
笑
い
が
い
っ
ぱ
い
で
、
チ
ョ
ッ

ピ
リ
ほ
ろ
り
の
感
動
作
で
す
。

ろ
う
者
が
主
役
で
聴
者
の
役
者
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
話
題
の
映
画
で
も

あ
り
ま
す
。

７
月
26
日
（
金
）

埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

①
10
時
30
分
〜

②
14
時
〜

③
18
時
30
分
〜

＊
埼
労
共
専
用
当
日
精
算
券
の
ご
利
用

の
場
合
９
０
０
円
で
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
第
100
便

連絡文書

2024年 6月 12日

埼労連議長 新島 善弘

                                                                  

埼労連加盟組織 御中

「能登半島地震」支援ボランティア派遣について

日頃からの活動、大変お疲れ様です。また、「能登半島地震」に対して支援物資および募金

にご協力いただきありがとうございます。

さて、標記にあります、支援ボランティアについて全労連から募集の呼びかけが始まり、下

記の日程まで示されております。被災地については、徐々に報道も減る中ですが、5ヵ月が過

ぎても復旧・復興には程遠い状況です。仮設住宅の設置完了が 8月頃の予定で、長く続く支援

になること、募集の時期・締切が直近であることをふまえ、埼労連として埼玉県労働者福祉共

済会（埼労共）が代表を送り出す第 5次の状況を確認ののち、改めて第 6次から募集をかけ、

複数体制で支援に行くことといたします。第 6 次ボランティア派遣募集の詳細につきまして

は、来月以降のご案内とさせていただきます。

記

１．第 5次ボランティア
期間：6月 28日（金）～30日（日）
内容：①被災家屋の整理、ごみ処理、②被災者への食糧支援や要望聞き取り作業など

締切：6月 21日（金）厳守
    ※埼労共から 1～2名を代表派遣する。

２．第 6次以降ボランティア
第 6次ボランティア期間：8月 24日（土）、25日（日） 締切：8月 16日（金）厳守
第 7次ボランティア期間：9月 28日（土）、29日（日） 締切：9月 20日（金）厳守
第 8次ボランティア期間：10月 26日（土）、27日（日）締切：10月 18日（金）厳守

    ※ボランティア内容と参加の諸条件については別紙、全労連通知文をご覧ください。
   

上記についてご相談は個別、お問い合わせください。

埼玉県労働者福祉共済会（埼労共）

埼労連労働者福祉担当：龍尾、山﨑

電話：048-838-0771  FAX048-838-0775

フ
ー
ド
バ
ン
ク

第
100
便

引
き
続
き
能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
を

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
ま
る

2024年7月1日 埼 労 連 （8）第577号

埼労共
コーナー


	_1.indd
	_2-3.indd
	_4-5.indd
	_6-7.indd
	_8.indd



